










はじめに 

近年,小児の行動・情緒・認識の障害で専門機関を訪れる者の数は多く,原因・症状ともに

複雑化の傾向にある。その中で,かっては混乱をきたしていた自閉症についても科学的な研

究が進められ,そのメカニズムが徐々に明かにされてきた。1)また,脳性麻痺児についても

早期診断の傾向が報告されているし,2)地域の小児精神病院,保健センターなどの施設も充

実されつつある。3)しかし,現実には,自閉症など小児の精神疾患に対する療育のあり方は

必ずしも十分とは思えない。筆者らは患児及び家族の受診・相談行動を分析し,専門機関に

対するニードを明らかにすることにより,障害の予防及び早期発見と,より適切な指導や医

療を受け得るためには,専門機関がどのようにあるべきかを検討する必要があると考えた。

今年度は予備的な調査を実施し,今後の研究の方向と調査表の妥当性について検討した。 


